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2019・2020 年度　政治学研究会

　政治学研究科では、以下のように研究会を開催しました。（肩書きは当時）

2019 年度

第 1 回　4 月 26 日（木）	 浅羽隆史（本学法学部教授）

　　　　「	武蔵野市財政の現状と地域共生社会構築へ向けた政策の	

持続可能性向上策」

第 2 回　5 月 23 日（木）	 亀嶋庸一（本学学園長）

　　　　「成蹊大学法学部編『教養としての政治学入門』を読む」

第 3 回　6 月 22 日（土）	 西山隆行（本学法学部教授）

　　　　「Ｍ・ウォルツァー『アメリカ左派の外交政策』を読む」

第 4 回　7 月 27 日（土）	 李暁東（島根県立大学総合政策学部教授）

　　　　「李暁東『現代中国の省察』―自著を語る」

第 5 回　10 月 17 日（木）	 渡邉弘明（ＩＣＵ大学院博士後期課程）

　　　　「	バーリンとロシアの思想家たち	

―ゲルツェン・プレハーノフ・ナロードニキの理論家―」

第 6 回　11 月 14 日（木）	 立石洋子（本学法学部助教）

　　　　「	ユーリー・コスチャショーフ『相応された「故郷」	

―ケニーヒスベルクからカリーニングラードへ』を語る」
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編集後記

　『法学政治学研究』第 46 号をお届けします。

　本号は二編の論文を掲載しています。これらの論稿が学界の発展に寄与する

ことを願います。

　昨今、現役の大学院生も減少し、本誌の存続も危ぶまれております。今後、

多くの研究成果が本誌に発表されることを期待しております。

　本誌の編集は、コロナ禍という特異な状況のなか、本学修士課程在学中の	

羽鳥拓志さんが担ってくださいました。記して感謝申し上げます。

	 板橋拓己

第 7 回　1 月 16 日（木）	 橋場典子（本学法学部助教）

　　　　「社会的排除と法システム」

第 8 回　1 月 30 日（木）	 馬上美知（	本学教職課程准教授兼法学部教養課程

准教授）

　　　　「マーサ・ヌスバウムの思想と教育」

2020 年度

第 1 回　7 月 12 日（木）	 光田剛（本学法学部教授）

　　　　「盧溝橋への道：日中戦争前夜の華北」

第 2 回　9 月 24 日（木）	 羽鳥拓志（本学法学政治学研究科博士前期課程）

　　　　「教育における政治的中立―後期ロールズの理論から」

第 3 回　10 月 8 日（木）	 亀嶋庸一（本学学園長）

　　　　書評会「野口雅弘『マックス・ウェーバー―近代と格闘した思想家』」

第 4 回　11 月 12 日（木）	 福田宏（成城大学法学部准教授）

　　　　書評会「	立石洋子『スターリン時代の記憶―ソ連解体後ロシアの	

歴史認識論争』」

第 5 回　1 月 14 日（木）	 西山隆行（本学法学部教授）

　　　　「2020 年アメリカ大統領選挙とアメリカの政治社会の分断」
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